
(様式1)

所属名： 議会事務局・監査 
(単位：千円、人)

事業番号 事業名
新規・継続
等の別

当初要求額
前年度
当初要求額

前々年度
決算額

一般職
人数

会計年度
職員員数

1 議会費 1 議会費 1 議会費 2 議員人件費 継続 72,072 77,242 73,668 0.2 0.0 

3 町議会運営一般 継続 10,070 12,426 7,880 2.3 1.0 

小計 82,142 89,668 81,548 2.5 1.0 

2 総務費 6 監査委員費 1 監査委員費 66 監査事務 継続 1,405 1,387 1,209 0.5 0.0 

小計 1,405 1,387 1,209 0.5 0.0 

所属合計 83,547 91,055 82,757 3.0 1.0 
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令和7年度　事業説明書
1 基本情報 一般会計
事業番号 2 事業名 議員人件費 事業区分 □新規　■継続
担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務・議事係
予算区分 款 1　議会費 項 1　議会費 目 1　議会費
まちづくり
ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

当初予算額 72,072 0 0 0 0 72,072

前年度予算額 77,242（比較：△5,170） 前々年度決算額 73,668（比較：△1,596）
トータルコスト 73,473 一般職人件費 1,401（0.2人） 会計年度職員人件費 （0人）

3 事業の概要
事業の目的
（なんのため
に）

○議員活動及び議会運営等に要する経費。

前年度からの
改善点等
前年度評価で
整理した

取り組みの内容
○議員報酬等は法令に則して適正に執行。

細事業等 内容 予算額
（千円） 財源内訳 前年度との変更点

議員人件費

議員数 16人（ただしR8.2.19までは1人欠員）
　任期　R4.2.20～R8.2.19
議員報酬　44,847千円
　議長 332千円、副議長 253千円、
　委員長 246千円、議員 238千円
議員期末手当 15,364千円
　3,711千円（報酬月額）×1.2×1.725×2回（6月・12月）
議員共済会負担金 11,861千円
・議員共済会事務費 240千円
・年金廃止に伴う特別負担金 11,621千円

72,072 単町 欠員、改選期に伴う議員数の変更。

合計 72,072

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書
1 基本情報 一般会計
事業番号 3 事業名 町議会運営一般 事業区分 □新規　■継続
担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務・議事係
予算区分 款 1　議会費 項 1　議会費 目 1　議会費
まちづくり
ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

当初予算額 10,070 0 0 0 0 10,070

前年度予算額 12,426（比較：△2,356） 前々年度決算額 7,880（比較：2,190）
トータルコスト 29,142 一般職人件費 16,111（2.3人） 会計年度職員人件費 2,961（1人）

3 事業の概要
事業の目的
（なんのため
に）

○議会運営等に要する経費。
○議会改革の推進。　「町民参加・町民との協働」、「情報公開・説明責任」、「議会の役割の発揮」、「政策提言・提案」
等を柱とする「より開かれた議会」の実現。

前年度からの
改善点等
前年度評価で
整理した

取り組みの内容

○幅広い世代に読んでいただける「議会広報紙」の作成。
○「議会活動」について、より、わかりやすい情報発信に努める。

細事業等 内容 予算額
（千円） 財源内訳 前年度との変更点

議会運営

旅費　985千円
　議員視察研修に係る旅費等
　・職員分 4千円
　・議員分 981千円
交際費 355千円
需用費・役務費等　2,262千円
　・消耗品費
　・印刷製本費：議会だより発行（年4回）
委託料 3,339千円
　・会議録調整料 1,331円×1,400枚
　・データ交換料 220円×1,400枚
　・委員会会議録 15,840円×32時間
　・検索システム委託料 660千円
報償費・負担金等　3,129千円
　・講師謝金・旅費 224千円
　・DX推進事業・広告料 182千円
　・県、中部議長会負担金他 2,723千円

10,070 単町

委員会視察軽費の減額。
改選期に伴う印刷製本、手数料の増
額。
広告料の皆増。

合計 10,070

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書
1 基本情報 一般会計
事業番号 66 事業名 監査事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 議会事務局・監査 担当係 庶務
予算区分 款 2　総務費 項 6　監査委員費 目 1　監査委員費
まちづくり
ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

当初予算額 1,405 0 0 0 0 1,405

前年度予算額 1,387（比較：18） 前々年度決算額 1,209（比較：196）
トータルコスト 4,907 一般職人件費 3,502（0.5人） 会計年度職員人件費 （0人）

3 事業の概要
事業の目的
（なんのため
に）

○町の財務事務や一般行政事務について、地方自治法、地方公営企業法等関係法令及び町監査基準に基づいて監査委員が監査
等を行うことにより、公正で合理的、効果的、効率的な行政運営が適正に執行されているか監査する。

前年度からの
改善点等
前年度評価で
整理した

取り組みの内容
○公正で合理的、効果的、効率的な行政運営が適正に執行されている。

細事業等 内容 予算額
（千円） 財源内訳 前年度との変更点

監査事務

監査委員報酬（2人）　1,049千円
　・代表監査委員　月額50,900円
　・監査委員　　　月額36,500円
旅費　207千円
　・監査委員県内交通費　16千円
　・監査委員研修交通費　191千円
負担金他　149千円
　・県監査協議会負担金　120千円
　・全国研修会参加負担金　9千円
　・消耗品費　20千円

1,396 単町

合計 1,396

その他事業内容
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